













































































2018.12.20 単独（74分） A教師 女 25年 2011年度
B教師 女 23年 2011年度
C教師 女 16年 2011年度
2019.９.10 単独（89分） 教頭 男 30年 2012年度
2019.４.22 単独（63分）
2019.９.９ 単独（87分）
校長 男 36年 2011年度













































































































『学校経営研究』第 45 巻 2020
たちに何が必要かっていう問いかけ」を自分自身と教師たちに行った。校長は災害によって疲弊
した児童の将来を見据えながら多様な経験を基盤とした新たな教育実践の構築を模索していた。



















































































































































































































































































































































１６ 「ふるさとなみえ科」の時間数は、「総合」(60 時間)、教科との関連(15 時間)、その他(5 時
間)、合計80時間である。2013年度の「総合」の全体計画を確認すると、「教科との関連」は国
語、図工、音楽が設定されている。また、1、2年生は、生活科(10時間)、図工(5時間)、その
他(5時間)、合計17時間である。後述するように、実態としては、教師たちが各教科の中で「総
合」や「生活科」と関連づけながら教育実践を展開していた。
１７ それぞれの言葉には、現在の浪江小だからこそできる浪江町の新たな側面や将来について考
える学習を展開する（なみえを愛し）、被災により将来に見通しが持てない中でも児童がどんな
人間になりたいかを明確させる（みらいに向かって）、豊富な知識の獲得や学習の意味を考えさ
せることで児童が得られる学びの楽しさの実感を絶やさない（えがおで生きる子ども）という
教職員の思いが込められている。
